
 

 

 

 

 

 

 

１ 単元について 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

あぶんすうであるばあいの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレテスト 

     【児童Ａ・Ｂ】       【児童Ｃ～Ｇ】         【児童Ｈ】 

単元観 

本単元は，小学校学習指導要領第１学年の「C 測定」，第３学年の「B 図形」，第４学年の「A 数と計
算」の内容に基づき設定した。 

 

学習指導要領第１学年には，以下のように示されている。 

C（１）大きさを比較するなどの活動を通して，量とその測定についての理解の基礎となる経験を豊かにする。 

    ア 長さ，広さ，かさなどの量を，具体的な操作によって直接比べたり，他のものを用いて比べたりす 

ること。 

   イ 身の回りにあるものの大きさを単位として，その幾つ分かで大きさを比べること。 

 

学習指導要領第３学年には，以下のように示されている。 

B（１）図形についての観察や構成などの活動を通して，図形を構成する要素に着目し，図形について理解で
きるようにする。 

   ア 円について中心，半径，直径を知ること。また，円に関連して，球についても直径などを知ること。 
 

学習指導要領第４学年には，以下のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

本単元は，ボールをプレゼントするために適した箱の大きさを調べるために，比べ方や測り方，計算の方法
を主体的に考え，課題を解決することをねらいとする。第１学年では，箱のかさを比較する方法を考えること
を通して，規準となる単位をもとにした比べ方を身に付けるようにする。第３学年では，既習事項である円や
球の半径や直径の長さから，ボールをきっちりと入れるのに適した箱の大きさを計算できるようにする。第５
学年児童Ｇは，３学年とともに考え，既習事項を活用することができるようにする。第５学年児童Ｈは，小数
の乗法や除法を活用し，球の半径や直径，箱の縦や横の長さを計算で導き出すことができるようにする。そう
いった活動を通して，生活に必要な量感を培うようにする。 

算数科 
特別支援学級 

(自閉症・情緒Ⅱ) 
尾道市立向東小学校 指導者 藤井 千香子 
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 主体性・積極性 

箱の大きさは？ 
      ～学んだことを生かして～ 

令和元年11月14日 

 

本単元で育成する資質・能力 

 

 

 

B（４）小数の乗法及び除法の意味について理解し，それらを用いることができるようにする。 

  ア ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知ること。 

  イ 小数が整数と同じ仕組みで表されていることを知るとともに，数の相対的な大きさについての理解

を深めること。 

  ウ 小数の加法及び減法の計算ができること。 

   エ 乗数や除数が整数である場合の小数の乗法及び除法の計算ができること。 



児童観 児童の実態 

第１学年 

A 

意欲的に学習に取り組み，数感覚を身に付け，学習内容を定着することができた。プレテストで

は，最も長い物や短い物を選択することはできなかったが，同じ長さの物を見付けることができた。

不安感が大きいため，初めて経験する物事に対しては消極的になりやすいが，自分から困っている

ことや分からないことを相談することができる。 

第１学年 

B 

意欲的に学習に取り組み，学習内容を定着することができた。ブロックなどの具体物を使わなく

ても10までの足し算引き算ができる。プレテストでは，目盛りの数を数えて比較することもできた。

あいさつや話し方について不安感を持っているが，手本があると進んで行動できる。 

第３学年 

C 

知的好奇心があり，進んで学習に取り組む。九九を覚えたことで算数科の学習に対して自信を持

つようになった。プレテストでは，１箱８個入りのボールを４個のまとまりと捉え，４×４と立式

していた。落ち着きがなく計算ミスや勘違いが多いが，後から修正する力がある。 

第３学年 

D 

時間をかけて丁寧に学習に取り組む。周囲の様子に気を配りすぎることが多く，集中力が持続し

にくい。プレテストでは，立式して解答することはできるが，24個のボールを４個ずつにも６個ず

つにも分けることができることには気付いていなかった。自分の思いを素直に言葉で表現しにくい

傾向があるが，進んで友達に質問したり教えたりすることができる。 

第３学年 

E 

意欲的に学習に取り組み，学習内容を定着することができた。プレテストでも全て正答した。自

分のペースでどんどん学習を進める傾向があるが，友達から質問されると丁寧に説明をすることが

できる。 

第３学年 

F 

読語に課題があり，読むこと・話すことに抵抗感を示すが，計算問題には進んで取り組み，理解

を深めている。考え方をパターン化した内容は定着しやすい傾向がある。学習内容を進んで友達に

聞いたり教えたりすることができる。 

第５学年 

G 

国語科と算数科については，第３学年の教育課程をとっている。九九を覚え，四則計算はできる

が，文章問題を読んで演算決定することが難しい。プレテストでは，４＋６＝10と立式した。数の

大小や図形について理解しにくいことがある。 

第５学年 

H 

国語科と算数科については，第４学年の教育課程をとっている。文章から内容把握はできるが，

自力で演算決定をしたり，解答を書いたりすることに抵抗感を示す。プレテストでは，①８×１＝

８，②24×〇＝〇，③25×６＝150 と，３問目のみ正答している。誤答をしたり，不安感が少しで

もあったりすると学習意欲を失う傾向がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導観 

 本単元では，児童の課題である主体性・積極性を育成するために，既習事項を活用する題材を設定した。既

習事項を活用し，応用的な問題を解決していく経験をすることで，児童に問題解決に必要な知識・技能を定着

させるだけでなく，生活に必要な量感や，自信を持って積極的に問題解決をしようとする態度を育成すること

ができると考える。  

本時の指導に当たっては，今までの学習内容を活用し，箱のかさの比べ方を考えたり，箱の大きさを計算で

求めたりするという授業展開をする。 

まず，見通しをもち，安心して学習に取り組むことができるようにするために，第１学年ではこれまで学習

した比較方法を振り返る。第３学年と第５学年では，半径と直径の関係と計算方法の復習をする。 

自力解決の場面では，主体的に課題解決をすることができるようにするために，視覚的支援や，学習過程を

分かりやすく示したワークシートを準備する。 

深める場面では,自信を持って発表することができるようにするために，話型を提示したり，ペアトークで確

認し合う時間を設けたりするようにする。全体交流では，発表の良かった所を話す時間を設け，協働的に学び

を深めていくことができるようにする。 

まとめの場面では，これまでの学習を生かした成果を褒め，今後の学習意欲を喚起するようにする。 



２ 単元の評価規準 

 

３ 第１学年 単元計画（全８時間） 

次 学習活動 教科の評価規準（評価方法） 

一 

 
 
身近にあるもの（ひも・葉書の縦と横）

の長さを比べる方法を考える。  （１） 
 
紙テープを用いて教室にあるいろいろ

なものの長さを比べる。     （１） 
 
任意単位の考えをもとに，長さを数値

化する方法を考える。      （１） 

 
 
 直接比較や間接比較の方法を理解し，端をそろえたり，真っ
すぐに伸ばしたり折ったりして長さを比べることができる。          

【知・理】【技】（行動観察・ノート） 
 紙テープを用いて，物の長さを取り出し，規準をそろえて
長さを比べることができる。  【技】（行動観察・ノート） 
 
任意単位をもとにして長さを比べることができる。 

【技】（行動観察・ノート） 

二 

 ２枚のハンカチや黒板の広さを比べ
る方法を考える。       （１） 

 重ね合わせたり，画用紙の数を数えたりして，直接比較や
任意単位の考えをもとにして，身近にあるものの広さを比べ
る方法を理解している。【知・理】【技】（行動観察・ノート） 
  

三 

ジュースのかさを比べる方法をいろい
ろ考える。           （２） 
 
 
 かさを比べるには，共通の容器が必要
なことに気付く。        （１） 

 ジュースを別の入れ物に移してかさを比べたり，移し替え
たコップの数でかさを比べたりすることができる。 

【技】（行動観察・ノート） 
 
 長さと同様に，かさも単位を決めると，数値化できると考
えている。 

【考】（行動観察・ノート） 

 
算数への 

関心・意欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形についての 
技能 

数量や図形についての 
知識・理解 

第
一
学
年 

 身近にあるものの長
さ，面積，体積に関心を
もち，直接比較したり，
紙テープや共通の容器
などを使って間接比較
したりして積極的に比
べようとしている。 

身近にあるものの長
さ，面積，体積を比べる
とき，任意単位として鉛
筆や色板、コップなどを
使って，数値化する方法
を工夫している。 

身近にあるものの長
さ，面積，体積を紙テー
プや共通の容器などを
使って間接比較するこ
とができる。また，鉛筆
や色板、コップなどを使
った任意単位の考えで，
長さ，面積，体積を正し
く比べることができる。 

身近にあるものの長
さ，面積，体積の直接比
較や間接比較の方法を
理解している。また，任
意単位の考えをもとに，
いろいろなものを単位
として数値化する方法
を理解し，量の大きさに
ついての豊かな感覚を
もっている。 

第
三
学
年 

身の回りのまるい形
のものを探すことがで
き，円の美しさや球の特
徴などにも関心をもっ
ている。また，円の特徴
を生かして美しい模様
を作ろうとしている。 

 調べた結果から，半径
がみな等しいこと，直径
が半径の２倍であるこ
となど，円や球の特徴
を，帰納的に考え，どの
円でもいえるかどうか
を確かめ，特徴を見いだ
している。 

コンパスを使って指
定された半径の円を手
際よく描いたり，折れ線
の長さを正確に写し取
ったりできる。 

円や球の定義や性質，
それぞれのもつ構成要
素の関係を理解し，円と
球の共通性を理解して
いる。 

第
五
学
年 

乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法は，整数の乗法及び
除法と同じようにでき
ると考え、既習事項を生
かして積極的に計算の
しかたを考えようとし
ている。 

乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法の意味や計算のし
かたを，整数の乗法及び
除法の計算のしかたを
もとに，具体物や図，式
を用いて考えている。 

乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法は，整数の乗法及び
除法の計算を，積の小数
点の位置に気をつけな
がら，正確に筆算で計算
できる。 

乗数や除数が整数の
場合の小数の乗法及び
除法の意味と計算のし
かたを，整数の乗法及び
除法の計算のしかたを
もとに理解している。ま
た，除法の余りのあると
きの処理のしかた，商を
概数で求めるしかたを
十分理解している。 

課題の設定 情報の収集 



四 

  
 
箱のかさの比べ方を考える。 

（１）【本時】 

 
 
 既習事項をもとに，進んで比べ方を考えようとしている。

【関・意・態】（行動観察・ワークシート） 

 

第３学年 単元計画（全９時間） 

次 学習活動 教科の評価規準（評価方法） 

一 

 
 
かごから等距離に並ぶにはどうすれば

良いかを考える。        （１） 
 
円の定義，中心，半径の意味を知り，

円を作る。           （１） 
 
直径の意味を知り，コンパスを使って

いろいろな大きさの円を描く。  （１） 
 
コンパスを使って，直線を等間隔に区

切ったり，直線の長さ比べをしたりする。 
       （１） 

 直径の性質について調べ，中心の見つ
け方を考える。         （１） 
 
 コンパスを使ってきれいな模様を描
く。              （１） 

 
 
 人数が増えていくと，子どもの立つ位置の点は，やがて線
となり，円に近づくことを見いだしている。 

【考】（行動観察・ノート） 
円の定義や用語を理解している。 

【知・理】（行動観察・ノート） 
 
コンパスを使って，円を描くことができる。 

【技】（行動観察・ノート） 
 
コンパスを使って，長さを測り取ることができる。 

【技】（行動観察・ノート） 
 
円の性質を帰納的に考え，円の中心の見つけ方を見いだし

ている。           【考】（行動観察・ノート） 
 
円や弧のもつ美しさに気付き，進んで模様作りをくふうし

ようとしている。   【関・意・態】（行動観察・ノート） 

二 

 
球の定義と構成要素を理解する。（１） 

 
 球の定義、構成要素の性質や関係を理解している。 

【知・理】（行動観察・ノート） 

三 

 
 
 
 球の半径から直径の性質を使って，箱
の大きさを求める。   （１）【本時】  

 
 
 
 球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができ
る。          【技】（行動観察・ワークシート） 

四 

 
 
 
既習事項の確かめをする。   （１） 

 

 

第５学年 単元計画（全10時間） 

次 学習活動 教科の評価規準（評価方法） 

一 

 
 
 2.4×４の筆算の仕方を理解する。（１） 
 
 
乗数が２位数のときの筆算の仕方を理

解する。            （１） 
 
 
積に０を追加したり,末尾の０を処理

したりする方法を理解する。   （１） 

 
 
 整数の場合と比べながら,小数の乗法の仕方を進んで調べ
ようとしている。   【関・意・態】（行動観察・ノート） 
 
 0.1を単位として考えると,小数の乗法は整数と同じよう
に考えて計算できることを見いだしている。 

【考】（行動観察・ノート） 
 
 （小数）×（整数）の計算の仕方を理解している。 

【知・理】（行動観察・ノート） 

情報の収集 

整理・分析・実行 

整理・分析・実行 まとめ・創造・表現・ふりかえり 

まとめ・創造・表現・ふりかえり 



二 

5.7÷３の計算の仕方を理解する。（１） 
 
 
4.5÷９の計算の仕方を理解する。（１） 

（小数）÷（整数）の計算も,整数の計算と同じように計算
できることを理解している。【知・理】（行動観察・ノート） 
 
 一の位に０が立つ除法の場合でも,0.1や0.01を単位とし
て考えると計算できることを理解している。 

【知・理】（行動観察・ノート） 

三 

7.3÷５の計算の仕方を理解する。（１） 
 
 
求める商の意味を考え,商を概数で求

める方法を考える。       （１） 
 
余りの小数点の位置を考える。 （１） 

わり進める方法を理解し,（小数）÷（整数）の計算を筆
算でできる。              【技】（ノート） 
 
 求める商の意味を考え,適切な位を四捨五入し,商を概数
で求める方法を理解している。【知・理】（行動観察・ノート） 
 
 余りの意味を考えて,小数点の位置を決めることができ
る。             【技】（行動観察・ノート） 

四 

  
 
 
分かっていること,求めることを把握

し,問題場面を図に表してどの演算を使
うかを考える。      （１）【本時】 

 

 

問題場面を把握し,演算を決定することができる。 

【技】（行動観察・ワークシート） 

五 

 
 
 
既習事項の確かめをする。   （１） 

 

 

４ 本時の展開 

（１）本時の目標 

  第１学年 

   既習事項をもとに，進んで比べ方を考えることができる。       【算数への関心・意欲・態度】 

第３学年 

  球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。     【数量や図形についての技能】                 

第５学年 

  問題場面を把握し,演算を決定することができる。           【数量や図形についての技能】 

個々の目標  

第１学年 

A 

主体的に比べ方を考えている。（算数） 

落ち着いて考え，自分の考えを説明しようとしている。（自立） 

第１学年 

B 

主体的に比べ方を考えている。（算数） 

友達の意見を聞き，自信を持って自分の考えを説明することができる。（自立） 

第３学年 

C 

球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。（算数） 

落ち着いて学習に取り組み，自分の考え方を進んで説明することができる。（自立） 

第３学年 

D 

球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。（算数） 

時間を意識して学習に取り組み，相手の説明をよく聞くことができる。（自立） 

第３学年 

E 

球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。（算数） 

丁寧に学習に取り組み，聞き手に伝わるようにはっきりと説明することができる。（自立） 

第３学年 

F 

球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。（算数） 

進んで質問し，分からない部分を解決することができる（自立） 

第５学年 

G 

球の特徴を理解し，箱の縦，横，高さを求めることができる。（算数） 

最後まで問題に取り組むことができる。（自立） 

第５学年

H 

問題場面を把握し,演算を決定することができる。（算数） 

進んで立式し，最後まで問題に取り組むことができる。（自立） 

整理・分析・実行 

まとめ・創造・表現・ふりかえり 



５ 板書計画 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

６単元末の評価問題 

 

第１学年  かさくらべの復習プリント 

   

第３学年  類似問題のプリント 

 

第５学年  類似問題のプリント   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○め 箱の大きさを調べよう。 

１ねんせい  

 

はこのかさのくらべかた 

 ・みず ←いれられない 

 ・かみテープ←どこを？ 

 ・サイコロを入れてみる 

○あのはこ・・・（ ）が（ ）こぶん 

○いのはこ・・・（ ）が（ ）こぶん 

だから，〔  〕のほうが大きい。 

       ３年生と５年生 

 

ボールの半径は，３㎝ →直径は（  ）㎝ 

     半径2.4㎝だと直径は2.4×２＝4.8 

①箱のたての長さ・・・ボールの直径の２個分 

          式 ６×２＝１２ １２㎝ 

 

②箱の横の長さ・・・ボールの直径の３個分 

          式 ６×３＝１８ １８㎝ 

○ま ボールの直径の長さと何個分かが分

かれば，計算で箱のたてや横，高さを求

めることができます。 

○ま おなじおおきさのサイコロがいくつ

はいるかをしらべると，はこのかさのお

おきさがわかります。 
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